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l．緒言

未使用のままで捨てられている温排水の特つ低忙熱エ

ネルギーを、形状記憶合金（SMA）を用いて機械的エネル

ギーに変換するメカニズムがヒートエンジンである。こ

れまでにいくつかのメカニズムが提案されてき注が、本

研究では蓄えられた温熱媒と冷熱媒の所へSMA駆動素

子を交互に移動させ、温冷熱媒の宿するエネルギー差を

形状回復力として最大限に引き出す点に主眼をおいたメ

カニズムである、回転往復型形状記憶合金ヒートエンジ

ンの設計を換討し、試作を行った。

ヱ・バイアススプリング式回転往復型ヒ―トニンジン

ヱ．1バイアススプリング式ヒートエンジン基本構成

Fi蛋・主にパイア講スプリング式回転往復型ヒ腑トニン

ジンの全体図を示す。このヒートエンジンはメカニズム

の基本にポールねじとポールナヅトを用い、回転運動か

ら直線運動の際に高い変換効率を得ることができるよう

になっている。駆動素子としてのコイルスプリング状

SMAはボールナットと固定ベアリングの間に連結され
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ている。また、SMAと逆方向に動作するバイアススプリ

ングは、ポールナットの先渦に取り付けられたベアリン

グと、止め異の間に連結され、回転により移動しないよ

うになっている。

ヱ．エ　バイアススプリング式ヒートエンジン動作原理

h∫唱ユにバイアススプリング式ヒー」、エンジンの動作原

理を示す。摘でS細尾栄子が棒水槽で冷却き鈍磨壊腰潤

ときバイアススプリングは盛大に伸びた状態になってい

る。マルテンサイト状態の軟らかいSMÅに打ちかってバ

イアススプリングが軒むことにより、（b）のようにポール

ナットが右回転しながら移動する。この時、SMA薬子は

引き伸ばされ、SMA燕√が旭人ひずみにな｝一）た時点で温

水槽へ移動し（c岬状態になる。そして（d）のようにSMA

素子はオーステナイト状態となり形状回復を起こし、バ

イアススプリングの力に打ちかってバイアススプリング

を伸ばし、ポールナットを逆方向パ＼移動させ（a）の状態へ

戻る。

この（a）→（b）→（C）→（d巨皐（a）を1サイクルとして、エ



ン ジ ン は回転往復す る.

また バ イ ア ス ス プ リ ン グを普通O j ス プ リ ン グ で はなく

S M A を用い れば . 出力を 2 倍 とす る こ とも 可 能で あ るo
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S M A 素子の 溢冷水槽 - 浸 る 時間の 調節が 容易に 行え る

こ とかち健用す る S,M A 薬子の特性妄こ合わせ て も 影我国蔑

力を最大限に 引き出す こ とが で き ると考えられ る.
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